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わくわくする学びを ～日本人学校での探究的な学びをとおして～ 

周南市立須磨小学校 校長 坂井竹俊 

（平成 14年度派遣 ペルー共和国 リマ日本人学校） 

１． はじめに 

日本から約１万マイル（約 16,000㎞）。時差マイナス 14時間。南アメリカ大陸のペルー

共和国にあるリマ日本人学校に着任したのは 2002（H14）年のことだった。その年に開催さ

れたサッカーワールドカップ日韓大会。ほとばしる感情を抑えられない感嘆詞だらけのス

ペイン語実況のテレビに南米ペルーに暮らしていることを強く実感した。夢のような３年

を過ごし帰国。20 年が過ぎようとしている。この度、山口県国際教育研究会より原稿作成

する機会を与えていただいたことを奇貨として改めて当時の子どもたちとの学びの一部を

振り返ることとしたい。 

派遣から２年目。2003（H15）年度リマ日本人学校５年生での実践を「探求的な学び」と

いうフィルターを通し、主に総合的な学習での取組をピックアップしていきたい。 

 

２． 学びの実際 

（１）テーマ設定 

約 10万人の日系人社会を有するぺルーには日本の食材（食品）が豊富にある。日本か

ら直接輸入したものもあるがそれは希少で高価。一方、現地の人々が一般に使う「しょう

油」や「袋麺」など食品の多くはペルー国内で製造されている。食いしん坊の子どもたち

は話し合いの結果、ペルーで作られている日本食品にスポットを当てて学習を進めるこ

とになった。そのプロセスで「ペルーで多くの日本の食品が作られているわけ」や「日本

の食品を作っている人」そして「ペルー人と日本人が好む味の違い」などについても考え

が広がっていくこととなった。 
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（２）調査 

① 試食 

ペルーでは、味の素株式会社の現

地工場が製造している「アジノメ

ン」という人気の袋麺がある。人気

の秘密を探るためにその製品を作

っている工場に見学に行くことに

した。見学の前に実際に「アジノメ

ン」を調理して試食。複数の味が設

定されているその袋麺のどれもが

日本と大きく味が異なることに驚

く子どもたち。どうやら家庭では食

べていない様子。「日本の方がおい

しい」「どうして日本の味と違うの

だろう」「同じ味にすればいいのに」

…その思いをもって工場見学に行

くこととなった。 

 

② 工場見学Ⅰ 

ペルー味の素の清潔感が漂う工

場の中には、銀色でピカピカした製

造ラインが稼働していた。敷地内は

場所によってサトウキビのあまい

香りやしょう油麹の匂いが漂って

くる。工場の方の説明により「日本

のものとほぼ同じ原料を使って色

や味の特徴などをペルーの人が

好む味に合わせた製品を作ってい

る」ことを知る子どもたち。味覚の

違いについて改めて考えるきっか

けとなった。 

 

③ 工場見学Ⅱ 

現地の日系人社会では納豆やみ

そも食べられている。それらの製品

はある日系人のご夫婦の手作りに

よるものである。日本人学校児童の

家庭でもおなじみの食品だ。なぜ、

作るようになったのか、どのように

作っているのかを現地で見学させ

ていただいた。 
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ペルーで手に入る大

豆で試作を重ね最も納

豆にふさわしい種類の

ものを探し出したとい

うご夫婦の苦労はすべ

て「日本の味を大切に

したい」という思いにつ

ながっていることを子

どもたちは知ることと

なった。ちなみに、それ

らのことを聞き出すた

めにインタビューを行

った。インタビュアーや

記録者はもちろんだが、

スペイン語が堪能な児

童が通訳を行うことで、

より深く聞き取ること

ができた。 

ペルーの人が好む味付けを行っていた「アジノメン」と、日本の味を追求してつくら

れ続けている「納豆」や「みそ」。製品の対象がどちらに向いているかの違いはあるが、

丁寧に味について研究し開発をしているという点においてはどちらも同じであること

を知ることができた。 

 

④ 味覚調査 

リマ日本人

学 校 で は 毎  

年複数の日系

校との交流活

動を実施して

いる。その機

会をとらえ、

しょう油を使

った「味覚調

査」を実施。日

本人学校と日

系校の子ども

と職員に、ペ

ルーのしょう

油と日本のし

ょう油の味比

べをしてもら



- 13 - 

った後、どちらが好みかを尋ねその結果を記録した。 

２校で大きく異なる結果が出て納得する子どもたち。これまでの学習のプロセスを

通して、日本人とペルー人とでは味の好みが異なることを学んでいたからであろう。そ

れは、予想通りの結果だった。 

早速その内容をホームページで公表した。後日、ホームページを見た方からメッセー

ジが届いた。当時はまだ今日ほどインターネット環境が整っていない状況である。「自

分たちの学びを

遠く日本でも関

心をもって見て

くれる人がいる」

思いがけない反

応に大いに勇気

づけられる子ど

もたちだった。 
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（３）調査結果の発表 

11 月終わりの文化祭でこれまでの研究成

果を発表。これまで見学などでお世話にな

った方々を招待しての発表会となった。 

  「これまで“日本の食べ物の方がおいし

い”と思っていたけれど、おいしさはその国

（場所）によって異なる。味にはその場所の

風土や文化などが大きく関わっているので

はないだろうか」という気づきによって締

めくくれられた。 

 

３． おわりに 

どの土地にも風土に根ざした生活がある。人々の営みはそこにしかない文化をはぐくん

でいく。今回、約 20年前のペルーのリマ日本人学校の実践を紹介させていただいた。今考

えれば、リマ日本人学校にとっての「地域」とは日本人のコミュニティであり、歴史のある

日系人社会であった。学校はその「地域」とのかかわりを大切にしながら子どもたちの豊か

な学びを育むことを大切にしていた。 

学校の置かれた場所を注意深く探ってみる（あるく・みる・きく）とたいていは何らかの

地域の「宝物」が見つかるものだ。それはきっと豊かな学びへのきっかけとなる。 

子どもたちがわくわくするような探求的な学びは子どもたちを大きく成長させていく。

地域という豊かな学びの土壌で子どもと大人が一緒に探って、一緒に驚き、一緒に学べるこ

との素晴らしさ。多様性の時代と言われている今日、地域との結びつきを大切にする学校は

今後も求められ続けていくだろう。 


